
様式 C-19

科学研究費補助金研究成果報告書

平成２２年５月２１日現在

研究成果の概要（和文）：本研究の成果として，以下の二点が挙げられる。まず，企業家のキャ

リアと産業ネットワークに関連する既存研究を詳細に整理・検討した上で，産業構造と行為者

の実践をダイナミックに捉える新たな分析視角を提示したことである。また，上記の視角に基

づく実証研究を通じて，コンテンツ産業における企業家のキャリアと産業構造の動的関係に関

する興味深いファインディングスを得たことである。

研究成果の概要（英文）：The results of this research are summarized as follows. Firstly, new
viewpoints which grasp dynamic relation between industrial structure and practices of
actors are presented through a detailed review of existing researches concerning
entrepreneurial career and industrial network. Secondly, as a result of empirical
researches utilizing viewpoints mentioned above, we have acquired some meaningful
findings regarding dynamic relation between entrepreneurial careers and industrial
structure in content industry.
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１．研究開始当初の背景

企業家活動と産業ネットワークの関係を

捉えようとする研究は、かなり以前から国内

外において蓄積されてきた（e.g. Birley,

1985;金井, 1994）。しかしながら、そうした

既存研究は以下のような限界を内包してお

り、これを乗り越えようとする問題意識が本

研究の着想に至った。

第一に、シュンペーター以来、企業家の活

動にアプローチする研究は長年に渡って盛
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んに蓄積されてきたが、独立・起業に及ぶ個

人をキャリアという時間幅で捉えようする

試みは十分になされていない。近年の欧米の

先端的議論では、個人が独立・起業に至るメ

カニズムを含めて、企業家の活動プロセスを

より長いスパンで詳細に解明していくこと

の重要性が指摘されている（Kisfalvi, 2002）。

第二に、既存研究において、企業家が活動

する舞台として取り上げられてきた産業は、

ハイテク産業が中心であり、コンテンツ産業

に焦点をあてた研究は乏しかった。付加価値

の高いコンテンツの制作・活用は、わが国だ

けでなく世界的に重要な課題であるが、当該

産業で活動する企業家のキャリアの実態や

各アクターによって構成されるネットワー

クの様相は依然として不透明である感がぬ

ぐえない。

第三に、企業家は、一企業の境界を超えて

産業という枠組みで多様な主体と結びつき

ながら活動するが、彼らのキャリア形成を各

アクターとの相互関係という視角から実証

的に解明しようとする研究は非常に乏しい。

確かに、関係性を通じたキャリアについて概

念的な議論が重ねられてはいる（e.g.

Fletcher, 1996）。しかしながら、Barley and

Kunda(2004)を除けば、上記の課題にアプロ

ーチする詳細な調査研究はほとんど見当た

らない。

第四に、企業家をはじめとする産業内のア

クターは、自らを取り巻く産業構造から影響

を受けるが、既存研究では、各アクターの行

為に過度に焦点化する余り、構造という視点

が看過されがちであった。各アクターは、真

空状態で行動しているわけではなく、既存の

構造に埋め込まれている。しかしながら、こ

こで注意すべきことは、各アクターの行為が、

産業構造に一方的に規定されるわけではな

いということである。企業家をはじめ多様な

アクターの戦略性に基づく行為は、既存の構

造の再編を促しうることを忘れてはならな

い。

２．研究の目的

上記の四点を踏まえて、本研究では、産業

内の各アクターの意図・行動に影響を及ぼす

制度/構造と、それに対する各アクターの戦

略的行為を統合した視点から、コンテンツ産

業における企業家のキャリアと産業ネット

ワークのダイナミズムに迫っていくことに

した。

より具体的には、(1)企業家のキャリア形

成の実態（コンテンツ産業で独立・起業した

個人は、どのようなコンテクストの中でどの

ようなキャリアを形成しているのか）と、(2)

産業ネットワークの様相（産業内の多様なア

クターはどのような相互関係を築いている

のか）を明らかにしたうえで、（3）企業家の

キャリアと産業ネットワークとのダイナミ

ックな関係性（各アクターから構成されるネ

ットワークは企業家の行為にどのような影

響を及ぼし、一方、企業家の行為を通じて既

存の産業ネットワークはどのように再構成

されるのか）という課題についてアプローチ

した。

なお，このような課題の解明を志向する本

研究は，以下のような理論的・実践的意義を

有している。

まず、コンテンツ産業における企業家のキ

ャリアとネットワーク、さらに双方のダイナ

ミックな関係性についての綿密な実証研究

は、国内外問わず依然として乏しいため、本

研究の学術的意義は高い。

世界的に産業構造の転換が進む中、コンテ

ンツの開発・活用を通じた価値創出は非常に

重要な命題である。しかし、欧米でさえ詳細

な調査研究が徐々に蓄積されはじめたばか

りである。それゆえ、この時期に精緻な理論

的枠組みを構築し、かつ実証研究を実施する

ことの理論的意義は非常に大きいと言える。

他方、コンテンツ産業の発展・振興は、わ

が国の産業全体から見ても優先的課題のひ

とつである。そのため，コンテンツの制作・

活用を促す人材の育成支援ならびに産業の

活性化に結びつくネットワークの構築に関

する知見の提示は実践的にも大きな意義が

あるといえる。

３．研究の方法

本研究は、3 年という交付期間内に上記の

課題について以下のかたちで明らかにして

いこうとした。

第一に、企業家のキャリア形成および産業

ネットワーク（人材育成の議論も含む）を巡

る既存研究の徹底的な整理検討を通じて、よ

り綿密に問題・限界を明らかにし、精緻な理

論的枠組みを構築することである。

第二に、コンテンツ産業の各アクターに対

する綿密な調査研究を実施し、企業家のキャ

リアの実態と産業ネットワークの様相を明

らかにしたうえで、双方のダイナミックな関

係性に迫ることである。具体的な調査手法に

ついては、インテンシブな聞き取り調査を主

たるものとして位置づけ、併せて、ライフヒ

ストリーの編集や、参与観察といった定性的

手法が用いられた。

なお、各アクターとは、主に、独立・起業



したクリエイター（企業家）、クライアント

（発注企業/発注者）、エージェント（代理人）、

インキュベーター（育成支援者）である。

研究代表者は、大学院在学中より一貫して、

コンテンツ産業で活動する個人や企業、組織

に対する詳細なフィールド調査を展開して

きた。したがって、これまでの研究活動で培

ってきた人的ネットワークを活かすことで、

上記のような多様なアクターへアクセスす

ることが十分期待できた。

以上のように，本研究は，精緻な理論的枠

組みの整備と綿密な質的調査の実施を通じ

て，研究テーマに関する理論的な厳密性と研

究成果の実践性を志向するかたちで展開さ

れた。

４．研究成果

本研究の成果として、大きく以下の二点が

挙げられる。

第一に、企業家のキャリアと産業ネットワ

ークに関連する既存研究を詳細に整理・検討

した上で、産業構造と行為者の実践をダイナ

ミックに捉える新たな分析視角を提示した

ことである。

具体的には、まず、「境界のないキャリア

概念の展開と課題」において、社会構造や産

業コンテクストからの影響と、その中での戦

略的な振舞いの両面から個人のキャリアを

捉える視角を提示した。このようなアプロー

チは、企業からの独立や自律の重要性を強調

する一方で、キャリア形成に及ぼす構造的要

因を看過しがちな近年の「素朴な」自律的キ

ャリア形成論の問題を指摘し、その乗り越え

を企図するものである。

併せて、企業内キャリアとは異なり、個人

のキャリアが一企業の枠組みを超えて展開

するからこそ、他のアクターとの相互関係を

通じてキャリアを解明していく必要性を唱

えた。加えて、このような志向性は、ある産

業内の各アクターの相互関係が既存の構造

又はコンテクストをどのように再構成する

のかという議論への示唆も提供するため、ミ

クロ・レベルに終始しがちなキャリア研究の

マクロ方向への拡張可能性を指摘した。

次いで、「フリーランスの言説スペクトル」

において、本研究の主要な対象であるフリー

ランスを巡る既存の言説に関する詳細な検

討を通じて、研究者をも含めた権力関係によ

って覆い隠される主体の多面的な実践を捉

える視角が提示された。

また、この論考でフリーランスを巡る言説

の錯綜した様相を紐解いた結果、関連する既

存研究は次の三つの言説に大別されること

を示した。すなわち、自由や自律といった側

面が強調され、独立独歩の自由騎士を想起さ

せる「騎士」言説と、服従や隷属といった側

面が強調され、社会に従属する弱者を想起さ

せる「従僕」言説、自由や自律に加え創造や

変革といった側面が強調され、革新的な開拓

者・先導者を想起させる「英雄」言説である。

その上で、各言説が紡ぎだされる力学を検

討した結果、フリーランスや企業に加え我々

研究者も言説の形成・強化に不可避的に荷担

していることを指摘した。

第二に、上記の視角に基づく実証研究を通

じて、コンテンツ産業における企業家のキャ

リアと産業構造の動的関係について、理論

的・実践的に興味深い知見を得たことである。

具体的には、まず、「インキュベーション

施設におけるクリエイターのアイデンティ

ティと行為戦略の発現メカニズム」において、

同じインキュベーション施設に入居する 3名

のフリーランス・クリエイターのライフヒス

トリーを詳細に分析した上で彼らの多様性

に満ちた行為戦略の発現メカニズムを記述

した。

とりわけ、彼らが他者との既存の関係の中

で異なるアイデンティティを構築してきた

過程、及びそれらを充足させるために日々の

仕事や他者との関係の中で採る様々な変革

や見直しを厚く描いた。

ここで重要な点は、フリーランス・クリエ

イターが先天的かつ固定的で同質的なアイ

デンティティを抱いておらず、むしろ既存の

関係の中で異なるアイデンティティを(再)

構築し、業界構造に埋め込まれながらも、そ

れに応じて異なる問題を認識し、多様な行為

戦略を展開していることである。また、彼ら

の多様な戦略的行為が既存の構造の再生産

や変容に結びついていることも看過できな

い。

次いで、「制度的企業家をめぐる理論射程

の経験的検討」において、制度的企業家の実

践を捉える有力な研究方法の一つである言

説分析を試み、その可能性を示した。ここで、

制度的企業家とは近年欧米で盛んに議論さ

れている制度派組織論における中心的トピ

ックであり、制度変化をもたらす行為者を指

す。この論考では、制度的企業家として、具

体的にフリーランス・クリエイターに注目し、

読み、書き、語るといった彼らの発話に制度

を担う人々の実践を見出す試みの意義を経

験的に示した。

その上で、「制度的企業家の言説分析―フ

リーランス・クリエイターの世界―」におい

て、彼らの世界の詳細な記述及び関連する言



説の解体という既存の議論の徹底的な相対

化を通じて、彼らの多面的な実践を捉えると

ともに、言説の背後に潜む権力関係及びそれ

により隠蔽されるものを炙り出した。

ただ、言説分析について更なる理論的検討

を重ねた結果、上記の論考も含め既存研究の

多くの議論が主体の実践について語る我々

を特権化した研究に終始しがちであること

を見出した。

そこで、「制度の言説分析―フリーランス

研究における英雄・騎士・従僕―（国内主要

学術誌に投稿中）」において言説分析の徹底

的な遂行を図った。具体的には、当事者の語

りを研究者の言説に接続するのではなく、研

究者も現実＝制度を構成する主体であること

を自覚した上で、発話を媒介として取り結ば

れる主体間の権力関係を捉える批判的記述に

真摯に取り組んだ。

この論考を通じて見出された特に興味深い

点は、当事者であるフリーランスもまた、ク

ライアントや同業他社等との関係において既

存の言説を用いて巧みに演技することで自ら

の思惑を遂げようとしていることである。こ

のような知見は、個々のフリーランスが駆使

する語りの一局面を拾い上げ類型化を図るよ

うな研究アプローチでは捉えられておらず，

貴重だといえる。

最後に、「フリーランス・クリエイターを

巡るコンテンツ産業の構造―その現状と課

題―」において、彼らを巡る産業構造の現状

を具体的に示した上で、産業振興を図るため

の課題とその解決に向けた指針を論じた。

その結果、わが国のコンテンツ産業では、

既存の分業構造の再生産等に伴い，人的ネッ

トワークが固定化・偏在化する傾向にあるた

め、ネットワークを積極的に再編成していく

必要性を指摘した。また、その際に特に以下

の問題の解決が鍵になることを唱えた。

まず、特に学生時代やキャリア初期におけ

る教育・訓練機会の整備を通じて、クリエイ

ター自身が自らの仕事を広くビジネスの中

に位置づけていく意識を醸成していくこと

である。また、クリエイティビティの効果を

如実に示す成功事例の蓄積や発信等を通じ

て、創造性への理解や認識が不十分なクライ

アントを啓蒙していくことである。

この論考は、関連する既存研究の多くが市

場の推移、構造特性やその変容、価値の創出

プロセス等といったマクロな視点から論じ

ている中、実際にコンテンツを制作するアク

ターの視点から産業構造について検討して

おり、一定の理論的・実践的な示唆をもたら

したといえる。

以上のように、3 年間に及ぶ本研究の成果

は、経営学の先端的領域の詳細な整理検討及

び、それを踏まえた経験的研究の蓄積という

理論的意義と、国家レベルの戦略的課題の一

つであるコンテンツ産業を担う人材の輩

出・育成や産業振興への示唆という実践的意

義を有すると考えられる。

なお、現時点で、本研究の成果の全てを具

体的なアウトプットとして提示できていな

いため，引き続き研究成果の公表に努めてい

く。
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